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拝復
私共の論文「レム期睡眠行動異常症に類似した夜間異常行動
を呈した周期性四肢運動異常症の 1例」1）に関して貴重なご意見
をありがとうございました．
今回の症例提示により伝えたかった点は，睡眠中の発語，行
動があれば全てがレム睡眠期行動異常症（rapid eye movement

sleep behavior disorder: RBD）ではなく診断には正確を期す必要
があり，確定診断には常時監視下ビデオ同時記録終夜睡眠ポリ
グラフ検査（polysomnography，以下 PSGと略記）を用いるこ
とが望ましく，治療方針が異なるという点です2）．もう 1点が
周期性四肢運動異常（periodic limb movement of sleep，以下
PLMSと略記），周期性四肢運動異常症（periodic limb movement

disorder，以下 PLMDと略記），下肢静止不能症候群（restless

legs syndrome，以下 RLSと略記）の用語と病態の異同の問題
です．本邦では用語の混乱がみられますが，PLMSが PSGにお
ける現象名，PLMD，RLSが病名となり，RLSと診断されれば
PLMDとの診断はなされません3）．一方でご指摘の通りゲノム
ワイド関連研究等で RLS，PLMSとの関与が報告され，PLMが
RLSの前駆病態あるいは臨床的な不全型として捉えられるか
は，両者の病態解明を行っていくうえでも重要な観点と考えま
す．今後 PLMDと診断した症例群において RLS発症についても
注目して観察していきたいと存じます．
今回鉄欠乏症と PLMDについてのご意見もいただきました．

ご指摘の通り本症例では，Hb 16.1 g/dl，Fe 109 μg/dl，フェリ
チン 89.4 ng/dl，UIBC 217 ng/dlであり，トランスフェリン飽和
度 33.4％となりフェリチン 100 μg未満とトランスフェリン飽
和度が 45％未満でした．RLS の際の時の鉄補給推奨にはい
り4），いわゆる non-anemic iron deficiencyの状態と言えます．
今回 RLS症状に関しては問診上も PSGにおける観察時におい
ても確認されず，鉄剤投与はおこないませんでした．
小児における restless sleep disorder（RSD）における鉄代謝
の関与とノンレム睡眠の不安定さらに注意欠陥多動性障害に言
及いただきました．ノンレム睡眠の不安定さは様々な睡眠関連

疾患において結果として出現しますが，パラソムニアや睡眠関
連運動障害のトリガーとなっている可能性もあります．自閉ス
ペクトラム症におけるノンレムアトニアの出現なども研究され
ており5），PSG所見は現在レヴィ小体型認知症における REM

sleep with atoniaが診断基準でバイオマーカーとして採用された
ように，様々な疾患のバイオマーカーとなりうる可能性もあり
ます．一方で今回の症例のごとく個々の PSG所見の詳細な検討
が，診断治療に重要であります．睡眠関連疾患においては今回
の RLS/PLMDを始め病態解明がこれからの疾患が多くありま
す．今回の症例報告により脳内の鉄代謝の恒常性の異常という
視点をいただき，一症例では不可能ですが病態解明につながる
形での症例蓄積，報告の観点を持っていきたいと存じます．貴
重なご意見ありがとうございました．
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